第１５回　第５部会（都市整備）　
（第７回景観・緑化条例策定プロジェクト会議）概要

日　時：平成２０年２月２０日（水）午後６時００分～午後８時００分
出席者：和田浩一、石亀裕、中原義勝、大平定子、仲川弘誓、小笠原春一
事務局：企画Ｇ 五島主幹、山谷主査、土木公園Ｇ 矢吹主幹
内　容：１．前回会議の確認

２．資料の確認
　　　　３．会議内容
　　　　　①条例素案について

　　　　　②今後の進め方

　　　　　③会議メンバーの招集、分担について
４．次回開催日程、議題について
配付資料：条例素案
《会議内容》

①条例素案について
□　・―「条例素案」について説明―　
　　　□　・小学生にもわかる表現にすることが大事だと言ってきたが、法律の条文はどっちにも取れるような曖昧な表現になっているようだ。条例の表現も曖昧にするか、わかりやすい表現にした方が良いのか迷っている。
　　　□　・これが条例文にならないとしても、やりたいこと、やらなければならないことを挙げてもらい、ぼかした表現で条文になっていくのかと思う。
　　　　　・最終的に誰が、何をどの様にと言う行動まで決めていかなければならないと思う。
　　　　　・条例の文章だけを考えるのではなく、行動目標をいろいろ挙げてもらい、それを条文に落とし込んで行ければいいと思う。
　　　　　・条文の表現として馴染むかどうかはテクニックに係るところであり、行政の力を借りなければ作れないと思う。
　　　□　・具体的に解るような「ゴミは持ち帰りましょう」と言う表現ではないにしても、少なくともイメージがわかるような表現が良いと思う。
　（事務局）・環境基本条例、環境基本計画、環境保全行動指針を参考までに送付したが、この３つがセットになっている。理念的な条例があり、それを推進するための具体の計画として基本計画がある。更に個人・企業が行わなければならない細やかな取り組み目標として行動指針を定めている。わかりやすい流れになっていると思う。
　　　□　・条例理念を先に定めてから行動に落とし込む方法と、市民などがすべき行動を洗い出して区分し、それを積み上げて条例の表現にしていく方法があると思う。今までの会議の流れから、細かな行動・想いを挙げていただき条文に積み上げていく方がやりやすいと思う。
　　　□　・景観・緑化条例は環境基本条例と横並びなのか。
　　　□　・環境、景観、緑化の３つが大きく関連している。市民の身のまわりの緑から大きな地球環境というところまで範囲が広く、景観・緑化を環境条例に組み込む、あるいは環境条例を組み込む方法もあると思う。
　　　□　・環境基本条例が先に施行されており、大きな構えのつくりになっている。範囲を大きくしてしまうとどうなのか、環境基本条例にも景観・緑化に関する条項があるが、環境基本条例はそのまま残しておき、別条例として特化させた方がやりやすい、わかりやすいのではないか。
　　　　　・素案を見ると前文、第１条は環境基本条例とほぼ同じような感じがする。
　　　□　・行政の縦割りの中で環境と景観・緑化が分けられているだけで、市民としての行動は一つである。条例は市民にわかりやすく一つに束ねた方がいいのではないかということで前々回あたりから出てきている。
　　　□　・環境基本条例は全て謳っていると思う。今できることを挙げていこうとするならば、環境保全行動指針の表現を更に特化させるような方法が良いのではないか。
　　　　　・前文、第１条がわかりやすい表現になっていれば条例作りは成功だ。
　　　　　・環境基本条例を取り込むことは環境サイドの既存の組織や計画があり、それらとの調整が必要である。例えば、緑と景観に関して環境サイドでは目がいかないので、その部分について景観・緑化条例が補う、と言う話しはなかったのだろうか。
　　　□　・環境サイドと一緒に条例作り進めようと言う話は出ている。
　　　□　・環境行動指針では、すべきことを文言整理されている。例えば、景観・緑化条例の中で、この地区はこの様な方向で景観を保全しよう、緑化しようと言うように特化していく方が合理的でないだろうか。
　　　□　・広い範囲で、やりたいことや想いを全て出してもらって、分野ごとに区分けして行く方がやりやすいと思う。景観・緑化の範囲をどこまでとするのか判断付かなかったこともあり大きく拡げて出してもらっている。
　　　□　・３つを一つにした条例をイメージしており、名前もわかりやすいと思う。絵や写真もあっても良いし、市民レベルでわかりやすい、納得できる作りが必要と思う。
　　　□　・３つをくるめると大変だと思うが、条例の数は簡潔に少ない方がいい。ただ、既存の条例・計画を消すことは出来ないと思う。
　　　　　・総合計画第２期基本計画の第２章第１節「環境に配慮した暮らしの構築」、第２節「自然を生かした潤いのあるまちづくり」、第４章第１節「暮らしやすい快適なまちをつくる」、第２節「良好な住環境と都市機能が調和したまちをつくる」から前文を作ってみてはどうか。
　　　□　・第２章が環境、第４章が景観・緑化と思うが、最終的に目指すところは同じ様なものだから一緒にやりましょうと言う流れになっている。
　　　□　・３つの条例を束ねた条例を作る組織を考えた場合、環境市民会議、環づくり委員会、自然保護団体、有識者等を交えなければならない。
　　　□　・より多くの人を巻き込んで議論していくという中で進めてきているが、まずはこの会議の中でまとめなければならない。
　　　□　・環境を取り込もうとした場合、当初考えていたよりも広く意見を聞かなければならない。
　　　□　・たくさんの条例を作るよりも一本化した方がいい。緑化が完了しているところもあるし、必要なところもある。条例では、大きく網羅して、実施計画の中で地域ごとの色分けをするような作りが良いと思う。
　　　□　・具体的なイメージをしながら文章化していきたい。
　　　□　・環境保全市民会議は広い職域の方たちで構成されている。参加の了解が得られているので、必要性があったときに更に拡げていけば良い。
　　　　　・地区別の解りやすい表現、例えば、鷲別地区は環境保全地区にしていく等
　　　□　・市民の行動目標として大きく分類してみたが、次回は、第２章の「市民の行動目標」の洗い出しと、第３章の「産業、所有者の目標」についてメンバーそれぞれから出していただきたい。

□　・条例作りは難しいという印象があって、自身会議に出てくるのは気が重いががんばろうと思っている。メンバー２４人いるが、５，６人しか出席していない状況だ。分担しながら進めたいというリーダーの思いであるが対策を考えないといけない。
　　　□　・案内文を工夫してみる。
②今後の進め方、③会議メンバーの招集、分担
　　　□　・環境基本条例との関わりやくくりにとらわれないで、行動目標の洗い出しを行っていきたい。
　　　　　・今回欠席者に対しても意見をいただくようにしたい。
　　　　　・今どの時点にあるのか、条例作成のフローを再整理してみる。
４．次回開催日程、議題について
　　
　３月２４日（月）、午後６時から、市役所２階第３委員会室

　で行う。
　議題：第２章「市民の行動目標」、第３章「産業、所有者の目標」
の洗い出し
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